
お買いあげいただき、ありがとうございます。

ご使用の前に

この「取扱説明書」をよくお読みのうえ､正しくお使いください。
特に ～�2 4  ページの「安全上のご注意」は必ずお読みいただ
き、安全にお使いください。
お読みになったあとは、保証書と一緒に大切に保管し、必要な
ときにお読みください｡

SP-DW103
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　安全上のご注意　ーはじめにお読みくださいー

万一、次のような異常が発生したときは
すぐ使用をやめる。
• 煙が出ている、へんなにおいがするとき

分解や改造をしない。
カバーを外さない。
火災や感電の原因となります。
内部の点検や修理は、お買い上げの販売店にご依頼くだ
さい。

風呂場やシャワー室では使用しない。
本機の中に水が入ると、火災や感電の原因となります。

絵表示について
この取扱説明書と製品には、いろいろな絵表示が記載されています。
これらは、製品を安全に正しくお使いいただき、人への危害や財産への損害を未然に防止するための表示です。絵表示の意味
をよく理解してから本文をお読みください。

● この表示の注意文を無視して、誤った取扱いをすると、
「死亡または重傷を負う可能性が想定される」内容を示
しています。

警告

一般的指示� 電源プラグを抜く�

すぐに電源を「切」にし、必ず電源プラグをコンセントか
ら抜く。異常が発生したまま使用していると、火災や感電
の原因となります。煙が出なくなるのを確認してから販
売店に修理を依頼してください。お客様による修理は危
険ですから絶対におやめください。

• 内部に水や異物が入ってしまったとき
• 落としたり、破損したとき
• 電源コードが傷んだとき（芯線の露出や断線など）

注意
● この表示の注意文を無視して、誤った取扱いをすると、
「傷害を負ったり物的損害が想定される」内容を示して
います。

●絵表示の説明
注意をうながす記号 行為を禁止する記号 行為を指示する記号

分解禁止

水場での使用禁止

電源プラグを抜く

電源プラグを抜く

警告

一般的注意� 感電� 禁止� 分解禁止� 水ぬれ禁止�
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警告
本機の中に物を入れない。
通風孔などから、金属物や燃
えやすいものが入ると、火災
や感電の原因となります。特
に小さいお子様のいるご家庭
では注意してください。

本機の上に水などの入った容器を置かない。
花びん、植木鉢、コップ、化粧品、
薬品など水の入った容器を置か
ないでください。こぼれたり、中
に水が入った場合は、火災や感電
の原因となります。

電源コードを傷つけない。
電源コードを傷つけると、火災や感電の原因となりま
す。
特に、次のことに注意してください。
• 電源コードを加工しない
• 電源コードを無理に曲げない
• 電源コードをねじらない
• 電源コードを引っ張らない
• 電源コードを熱器具に近づけない
• 電源コードの上に家具などの
重い物をのせない

雷が鳴り出したら、アンテナ線や
電源プラグに触れない。
感電の原因となります。

表示された電源電圧（交流100ボルト）で
使用する。
表示された電源電圧以外では、火災･感電の原因となります。
本機を使用できるのは日本国内のみです。

This set is designed for use in

Japan only and cannot be used in

any other country.

電源プラグは定期的に清掃する。
電源プラグとコンセントの間に、ゴミやほこりがたまっ
て湿気を吸うと、絶縁低下を起こして、火災の原因とな
ります。定期的に電源プラグをコンセントから抜き、ゴ
ミやほこりを乾いた布で取り除いてください。

本機の包装に使用しているポリ袋は、小さなお
子様の手の届くところに置かない。
頭からかぶると窒息の原因となります。

AC200V

接触禁止

電源プラグは根元まで確実に差し込む。
差し込みが不完全ですと、発熱したりほこりが付着して
火災や感電の原因となります。また、たこ足配線も、コー
ドが熱を持ち危険ですのでしないでください。
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安全上のご注意（つづき）　ーはじめにお読みくださいー

電源プラグは、

コードの部分を持って抜かない。
電源コードを引っ張ると、コー
ドに傷がつき、火災や感電の原
因となることがあります。
電源プラグを持って抜いてく
ださい。

設置場所に注意する。
次のような所に設置すると、火災や感電の原因となること
があります。
• 湿気やほこりの多い所
• 直射日光の当たる所や、熱器具の近くなど高温になる所
• 窓ぎわなど水滴の発生しやすい所

本機の上に重い物を置かない。
テレビなどの重い物や本機からはみ出るような大きな物
を置くと、バランスがくずれて倒れたり、落ちたりして、け
がの原因となることがあります。

ぬれた手で電源プラグを

抜き差ししない。
感電の原因となることがあります。

ぬれ手禁止

注意

お手入れをするときは、電源プラグを抜く。
電源が「切」でも本機には、わずかな電流が流れています。
電源プラグがコンセントに接続されていると、感電の原因
となることがあります。

移動するときは、接続コード類や
電源プラグを抜く。
接続したまま移動すると、
コードが傷つき、火災や感
電の原因となることがあ
ります。

電源プラグを抜く

電源プラグを抜く

長期間使用しないときは、電源プラグを抜く。
電源が「切」でも本機には、わずかな電流が流れています。安
全および節電のため、電源プラグをコンセントから抜いてく
ださい。

電源プラグを抜く
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■設置上の注意
・前面は大きく開けてください。
・側面は10cm以上開けてください。
・上面は10cm以上開けてください。
・裏面は10cm以上開けてください。

・キャビネットの変形・変色を防止するた
め、直射日光や湿気の多い所、冷暖房器の
近くなどを避けて設置してください。

・スピーカーの振動でハウリングを起こすこ
とがあります。できるだけレコードプレー
ヤーから離してください。

・地震や衝撃などで倒れないように設置場所
を十分考慮してください。

・本機はカラーテレビに対して色むらを起こさないように防磁処
理をしてありますが、設置方法によっては色むらが生じる場合
があります。設置の際は、以下の点にご注意ください。

1.本機と一緒にテレビを使用する場合は、必ずテレビの主電源
スイッチを切ってから設置してください。なお、テレビの主
電源スイッチは切ってから少なくとも30分後に入れるよう
にしてください。
2.テレビの種類によっては、色むらを生じることがあります。色
むらを生じるときは、テレビより十分離して設置してくださ
い。

・本機の近くでFM放送やAM放送をお聞きになると、電波の弱
い状態ではノイズが増えることがあります。離して設置するか
十分な電波の強さを得られる外部アンテナをご使用ください。

 使用上のご注意

■本機を美しく保つためには

キャビネットやパネル操作面が汚れたら柔らかい布でからぶき
してください。
汚れがひどいときは、水または中性洗剤を少し布につけてふき、
あとはからぶきしてください。

■ステレオを聞くときのエチケット

ステレオで音楽をお楽しみになるときは、隣
近所に迷惑がかからないような音量でお聞き
ください。特に、夜は小さな音でも周囲によ
く通るものです。窓をしめたり、ヘッドホン
をご使用になるなどお互いに心を配り、快い
生活環境を守りましょう。
このマークは音のエチケットのシンボル
マークです。

■音場の改善

・反射または共振を起こしやすい洋間では、
厚手のカーテンやジュータンなどをお使い
ください。
また、スピーカーの正面（向かい側）が固
い壁やガラス戸などの場合には、反射や定
在波の発生を防ぐ目的で厚手のカーテンな
どで吸音処理することをおすすめします。

 設置上のご注意 付属品の確認

ご使用になる前に本機の付属品をご確認ください。

・シグナルコード（3m）・・・1本

10cm以上開けてください。�

10cm以上開けてください。�

SP-DW103 03.3.25, 3:49 PMPage 5 Adobe PageMaker 6.5J/PPC



6

 各部の名称と機能

6

VICTOR COMPANY OF JAPAN, LIMITED 
MADE IN CHINA

入力 2

メイン�
スピーカー�
と接続�

（アンプの�
　スピーカー�
　端子と接続）�

右・R

右・R 左・L

右・R 左・L

左・L/MONO

大�

音 量�

50Hz

200Hz

小�

固定�
可変�

入力 1

電 源�

カットオフ周波数�

カットオフフィルター�

リバース�
ノーマル�

オートパワー オン/スタンバイ�

位 相�

キャンセル�
入�

入�切�

O I

■前面� ■背面�

電源ランプ�
電源オン時または、�
スタンバイ状態の�
ときに点灯します。�
赤色：スタンバイ状態�
緑色：オン状態�

電源スイッチ�
本機の電源を「入／切」�
します。�

音量つまみ�
音量を調節します。�

（詳しくは    ページの「操作方法」�
　を参照してください。）�

カットオフフィルタースイッチ�
このスイッチによりカットオフ�
フィルターの「   可変／   固定」�
を設定します。�

入力 1 端子�
接続するアンプ等のサブウーハー
出力（MONO出力）端子、ライン
またはプリ出力端子と接続しま
す。（詳しくは次ページの「接続
」を参照してください）�

カットオフ周波数つまみ�
メインのスピーカーとの音のつ
ながりを調節します。�
（詳しくは      ページの「操作方�
   法」を参照してください）�

入力 2 端子�
（アンプのスピーカー端子と接続)�
サブウーハー出力端子がないア
ンプ等のスピーカー出力端子と
接続します。�

メインスピーカーと接続端子�
入力2端子にサブウーハー出力
端子がないアンプを接続したと
きに、メインスピーカーを接続
します。�
（詳しくは次ページの「接続」�
　を参照してください）�

■アンプ部�

VICTOR COMPANY OF JAPAN, LIMITED 
MADE IN CHINA

入力 2

メイン�
スピーカー�
と接続�

（アンプの�
　スピーカー�
　端子と接続）�

右・R

右・R 左・L

右・R 左・L

左・L/MONO

大�

音 量�

50Hz

200Hz

小�

固定�
可変�

入力 1

電 源�

カットオフ周波数�

カットオフフィルター�

位相スイッチ�
低音が豊かに聞こえる方に切り
替えます。�
　 ：ノーマル�
　 ：リバース�

オートパワーオン／�
スタンバイスイッチ�
オートパワーオン／スタンバイ
機能の「 　入／　 キャンセル」
を設定します。（詳しくは   ペー
ジの「操作方法」を参照してくだ
さい）�

9

9

9

リバース�
ノーマル�

オートパワー オン/スタンバイ�

位 相�

キャンセル�
入�

入�切�

O I

SP-DW103 03.3.25, 3:49 PMPage 6 Adobe PageMaker 6.5J/PPC
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 接　続

■サブウーハー出力端子を備えたアンプや、MONO出力端子のあるアンプと接続する場合
　入力1端子の左・L /MONO端子に接続してください。（LとRの端子は内部でミキシングされています）
　・付属のシグナルコードをご利用ください。

接続するアンプ等にサブウーハー出力（MONO出力）端子、ラインまたはプリ出力端子のいずれかがある場合は、サブウーハー出
力（MONO出力）端子と接続することをお勧めします。
また、どちらの出力端子もない場合は、スピーカー出力端子と接続をしてください。

・アンプと接続する際は必ず、アンプ側の電源を切ってから作業してください。
・本機の入力1端子と入力2端子は同時に使用しないでください。ノイズが増えたり故障の原因となります。
・本機の入力1端子とアンプ等のREC OUT（録音出力）端子は接続しないでください。

注 意�

━ 全ての接続作業が終了するまで、電源コードはコンセントに差し込まないでください ━

■アンプのスピーカー出力端子と接続する場合
入力2端子に接続してください。
使用するメインスピーカーは、本機の「メインスピーカーと接続」端子と接続してください。
スピーカー端子の右（RIGHT)、左（LEFT）とª、·の極性を良く確認して接続してください。
・別売りのスピーカーコード（CN-403Aなど）をご用意ください。

ちょっと一言�

7

VICTOR COMPANY OF JAPAN, LIMITED 
MADE IN CHINA

入力 2

メイン�
スピーカー�
と接続�

（アンプの�
　スピーカー�
　端子と接続）�

右・R

右・R 左・L

右・R 左・L

左・L/MONO

大�

音 量�

50Hz

200Hz

小�

固定�
可変�

入力 1

電 源�

カットオフ周波数�

カットオフフィルター�

リバース�
ノーマル�

オートパワー オン/スタンバイ�

位 相�

キャンセル�
入�

入�切�

O I

サブウーハー出力端子�
（MONO出力）�

アンプ�
右・R 左・L/MONO

入力 1

VICTOR COMPANY OF JAPAN, LIMITED 
MADE IN CHINA

入力 2

メイン�
スピーカー�
と接続�

（アンプの�
　スピーカー�
　端子と接続）�

右・R

右・R 左・L

右・R 左・L

左・L/MONO

大�

音 量�

50Hz

200Hz

小�

固定�
可変�

入力 1

電 源�

カットオフ周波数�

カットオフフィルター�

リバース�
ノーマル�

オートパワー オン/スタンバイ�

位 相�

キャンセル�
入�

入�切�

O I

アンプ�

メインスピーカー�

入力 2

メイン�
スピーカー�
と接続�

（アンプの�
　スピーカー�
　端子と接続）�

右・R 左・L

右・R 左・L

左� 右�

RIGHT LEFT

スピーカー出力端子�

・本機に接続するメインスピーカーの入力インピーダンスを
確認してください。

・メインスピーカーは、接続するアンプに表示されたイン
ピーダンスの範囲以内のものをご使用ください。

注 意�
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 接　続 （つづき）

■ラインまたはプリ出力端子のあるアンプと接続する場合
　入力1端子の右・R、左・L / MONOに接続してください。
　端子の右（RIGHT)、左（LEFT）を良く確認して接続してください。　
　・別売りの接続コード（CN-510Eなど）をご用意ください。

 操作方法

VICTOR COMPANY OF JAPAN, LIMITED 
MADE IN CHINA

入力 2

メイン�
スピーカー�
と接続�

（アンプの�
　スピーカー�
　端子と接続）�

右・R

右・R 左・L

右・R 左・L

左・L/MONO

大�

音 量�

50Hz

200Hz

小�

固定�
可変�

入力 1

電 源�

カットオフ周波数�

カットオフフィルター�

リバース�
ノーマル�

オートパワー オン/スタンバイ�

位 相�

キャンセル�
入�

入�切�

O I

ラインまたはプリ出力端子�

アンプ�
右・R 左・L/MONO

入力 1

L

R

■電源コードの接続（すべての接続が終わったら）
本機の電源コードには白いマーキングが片側に入っていま
す。これは各機器の電源コードの極性を合わせることに
よってシステムとしての極性を合わせ、よりよい音質を得
るためのものです。
屋内配線や電源事情により異なりますが、一般的にはコン
セントの差し込み口の長い方の穴に白線側がくるように差
し込みます。

アンプのAC OUTLETに差し込む場合はAC OUTLET
の使用可能電力が本機の消費電力（40W）以上あるこ
とを確認してください。

■電源を入れる
●前面 ●背面

・電源スイッチ
入：で電源が入ります。
切：で電源が切れます。

長い方の穴（アース側）�

白線側を長い方の穴に差し込みます�

白線�

・電源ランプ
背面の電源スイッチを「入」にすると、電源ランプが緑
色に点灯します。

━ アンプ等との接続作業が終了してから、電源コードをコンセントに差し
込んでください ━

VICTOR COMPANY OF JAPAN, LIMITED 
MADE IN CHINA

入力 2

メイン�
スピーカー�
と接続�

（アンプの�
　スピーカー�
　端子と接続）�

右・R 左・L

右・R 左・L

電 源�

キャンセル�

入�切�

O I

━ 全ての接続作業が終了するまで、電源コードはコンセントに差し
込まないでください ━
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・カットオフフィルタースイッチ
　  ：可変

・通常はこちらの状態で、カットオフ周波数を調節し
てご使用ください。

・お持ちのスピーカーとの組み合わせで中低域が不足
している場合は、カットオフ周波数つまみを調節
し、中低域を最適にしてください。

・接続したAVアンプ側でクロスオーバー周波数の設
定を行っている場合は、カットオフ周波数つまみを
200Hzにしてください。

　  ：固定
・当社小型スピーカーSX-XD303またはSP-X103
   と組み合わせて使用される場合は、こちらの状態で
ご使用ください。バランスのとれた最適な特性にな
ります。
他のスピーカーと組み合わせてご使用になると、中低
域が強調された不自然な音になることがあります。

・カットオフ周波数の調節は働かなくなります。
・接続したAVアンプの設定は、スピーカーサイズを
スモール、クロスオーバー周波数を100Hz ～
150Hzにしてください。

・位相スイッチ
　  ：ノーマル

通常はこちらの状態で、ご使用ください。
　  ：リバース

低音が不足しているときは、こちらをご使用ください。

■音量の調節
メインスピーカーとのバランスをとるために音量を調
節します。

1.本機の音量つまみを「小」の位置にします。

2.接続したアンプの音量を普段聞いている程度に調節し、
音楽を再生します。

■位相の切り替え
低音が豊かに聞こえる状態に設定します。

 操作方法 （つづき）

音 量�

大�

小�

■カットオフ周波数の調節
・カットオフフィルター機能
ご使用のメインスピーカーと、本機とが最適な音のつ
ながりが得られるように調節します。

■オートパワー オン／スタンバイ機能
　「入／キャンセル」切り替え
オートパワー オン／スタンバイ機能を有効にするか、
無効にするかの設定をします。

・オートパワー オン／スタンバイ機能
本機に電源を入れた後、オートパワー オン／スタンバイ
スイッチが「  入」で、無信号状態が約10分続くと、
スタンバイ状態になり、電源ランプは緑色から赤色にな
ります。また、スタンバイ状態の時に音声信号が入力さ
れると、電源オン状態になり、電源ランプは緑色になり
ます。

小音量再生の場合や信号レベルの低いソフトの再生では、
再生中にスタンバイ状態となることがあります。
このようなときは、オートパワーオン／スタンバイス
イッチを「  キャンセル」にしてください。

・オートパワー オン／スタンバイスイッチ
　  ：入

オートパワー オン／スタンバイ機能が有効になります。

　  ：キャンセル
オートパワー オン／スタンバイ機能が無効になります。

オートパワー オン／スタンバイスイッチが「  入」であっ
ても、アンプの音量が０または、アンプからの音声信号が極
端に小さいときには、スタンバイ状態から電源オン状態に切
り替わりません。

注 意�

・本機の電源を完全に切るときは、背面の電源スイッチを
押して電源を「切」にするか、電源コードをコンセント
から抜いてください。

3.本機の音量つまみを回して、メインスピーカーの音量
      とバランスの取れる位置にあわせます。

・本機とメインスピーカーとのバランスをとった後は、接続
したアンプのボリュームで、本機とメインスピーカーの音
量を調節することができます。

音 量�

大�

小�

オートパワー オン/スタンバイ�

キャンセル�
入�

リバース�
ノーマル�

位 相�

50Hz

200Hz

カットオフ周波数�

固定�
可変�
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症状 原因

 仕　様

 故障かな？と思う前に

種　類 ：パワードサブウーハー
バスレフ型/防磁形（JEITA）

使用スピーカー ： 17.0 cm　コーンスピーカー
再生周波数帯域 ： 30 Hz～200 Hz

入力端子 ：入力1／入力インピーダンス 50 kΩ（LOW- LEVEL)
入力2／入力インピーダンス 470Ω（HIGH- LEVEL)

出力端子（メインスピーカーと接続）：スルー出力（HIGH- LEVEL)
電源電圧 ： AC 100 V　50 Hz／60 Hz

内蔵アンプ実用最大出力 ： 100 W（10% THD/AT 45 Hz ／4Ω）
消費電力 ： 40 W

最大外形寸法 ：幅210mm×高さ392 mm×奥行348 mm
質量 ： 10 kg
付属品 ：シグナルコード3m（1本）

操作方法を参照してください。
（ 8 、9 ページを参照してください）

処置

電源が入らない 電源コードがコンセントから抜けている
電源コードをコンセントにしっかり差し込んでく
ださい。

（電源）スタンバイ
状態にならない

音声を再生している
音声再生直後である
オートパワーオン／スタンバイスイッチ
が「  キャンセル」になっている

操作方法を参照してください。
（ 8 、9 ページを参照してください）

音量つまみが「小」になっている

音がでない
（オン状態にならない）

接続のしかたがまちがっている

1. 音量つまみを適当な音量になるまで、回してく
ださい。

接続のしかたを確認してください。
（ 7 、8 ページを参照してください）

音が急にでなく
なったら

アンプからの音声信号が極端に小さくなっている

音量が大きいため、スピーカーに負荷がかか
りすぎている

電源ランプが赤のとき
（スタンバイ状態）

1. 電源スイッチを押して
本機の電源を切ります。

2. 電源スイッチを押して
本機の電源を入れ、音
量を調節してください。

電源ランプが緑のとき
（オン状態）

1. 再生している機器の電
源を切ります。

2. 再生していた機器の電
源を入れ、音量を調節
してください。

JEITAは、電子情報技術産業協会の規格による数値です。
（注）本機の仕様および外観は、改善のために予告なく変更することがあります。
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 保証とアフターサービス（必ずお読みください。）
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 保証とアフターサービス（必ずお読みください。）

保　証　書�（別�添）���

保証書は、お買い上げの販売店よりお受け取りくださ�
い。�「お買い上げ日・販売店名」等の記入をお確かめの�
うえ、記載内容をよくお読みの後、大切に保管してく�
ださい。�

修理に際しましては保証書をご提示ください。�
保証書の規定に従って販売店が修理させていただきます。�

品 名 �
型 名 �
お買�い�上�げ�日���
故障の状況�
ご 住 所 �
お 名 前 �
電 話 番 号 �
訪問ご希望日�

便利メモ　お買い上げ店名�

技術料�

修理に使用した部品代金です。その他修理に付�
帯する部材等を含む場合もあります。�

製品�の�あ�る�場�所�へ�技術者�を�派�遣�す�る�た�め�の�費用�で�す�。�
別途、駐車料金をいただく場合があります。�

部品代�

出張料�

　�（　　）�　　－　　　　　�

パワードサブウーハー�

SP-DW103�
　　　年　　月　　日�

できるだけ具体的に�
付近の目印等も併せてお知らせください�
��
��
��

修理すれば使用できる製品については、お客様のご要望に�
より有料で修理させていただきます。�

修理に関するご相談やご不明な点は�

本機の補修用性能部品の�
後8年です。�

最低保有期間は、製造打切り�

��

��

補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するため�
に必要な部品です。�

補修用性能部品�の�最低保有期間�

保　証　期　間�

お買い上げの日から１年間�

修理を依頼されるときは� 出張修理�

保　証　期　間　中　は� 保証期間が過ぎているときは�

ご連絡していただきたい内容� 修 理 料 金 の 仕 組 み �� �

＋�

＋�

    2003VICTOR COMPANY OF JAPAN, LIMITED

�AV＆マルチメディアカンパニー�

〒221-8528　神奈川県横浜市守屋町3-12

0503NSMMACJSC

ビクターインターネットホームページアドレス　http://www.jvc-victor.co.jp/

ご相談や修理は�

ビクター製品についてのご相談や修理のご依頼は、�
お買い上げの販売店にご相談ください。�

転居されたり、贈答品などでお困りの場合は、下記のご相談窓口にご相談ください。�

お買い物相談や製品についての全般的なご相談�
お客様ご相談センター�

修理などのアフターサービスに関するご相談�
ビクターサービスエンジニアリング株式会社�

　　ページの「ビクターサービス�

窓口案内」をご覧ください。�

C

    ページの「故障かな？と思う前に」に従ってお調べください。それでもなお異常のあるときは、使用を中止し、お買い�
上げの販売店に修理をご依頼ください。�

ご転居等、保証書記載のお買い上げ販売店にご依頼になれない場合には、     ページの「ビクターサービス窓口案内」を�
ご覧のうえ最寄りの「ご相談窓口」にご相談ください。�

修理に関するご相談やご不明な点は、お買い上げの販売店にご相談ください。��

東京 　  (03) 5684-9311
FAX(03) 5684-9317

〒113-0033 東京都文京区本郷三丁目14-7　ビクター本郷ビル�

FAX(06) 6765-4891
〒550-0013 大阪市西区新町3-1-31 新町レナウンビル�

大阪 　  (06) 6765-4161

故障した製品を正常に修復するための料金です。�
技術者の人件費、測定機器等設備費、故障診断、�
修理および部品交換、調整、点検にかかる費用です。�
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